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 ツノナガイソロウグモ Argyrodes nipponicus Kumada 1990 が記載された（Kumada 

1990）後も，これがツノナガだというクモを，私は野外で確認していなかった．しかし，2002

年 7月 13日に神奈川県秦野市蓑毛の自然観察の森で，本種を確認し，卵のうと卵数について調

査したので，その結果を報告する． 

 ツノナガを発見した場所は南向きの崖地で，クモは下草の間に不規則網を張り，卵のうを２個

吊るしていた．母グモは一方の卵のうの近くにいた． 

 卵のうは白く小さい壷型で，千国の図鑑の「イソウロウグモの一種」（この種がツノナガイソ

ウロウグモである）の卵のうとして掲載された写真のものとまったく同じであった（千国 1989）．

図１．ツノナガイソウロウグモの２個の卵のう（卵数 11個と 9個）とその卵のうをガードして
いたメス成体（上は腹部背面図，下は側面図）．
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卵のうの底面は直径 1mm程度，壷の高さは底も入れると 3.5mm，柄は細く，柄だけの長さは

ほぼ 6mm長であった（図参照）．フタオイソウロウグモの卵のうと比べると，大きさはかなり

小さく，色はフタオが茶色であるのに比べて白色であった．ちなみに，千国図鑑のフタオイソウ

ロウグモの卵のうは壷の底部の凸がなく，底面が丸くふくらんでいるので，違う種の卵のうのよ

うに見える． 

 秦野市蓑毛産のツノナガ２個の卵のうを開いてみると，ひとつの卵のう（図の左側）には足の

できていない胚が 11 頭，もうひとつ（図の右側の卵のう）には足の出来たクモ形の子グモが 9

頭入っていた．卵のう内に発生せずに残っている卵は無かった． 

 11頭の胚のサイズはそろっており，体長 0.75mm×体幅 0.60mmであり，9頭の子グモのサ

イズもそろっていて，体長 1.00ｍｍ×体幅 0.60mmであった． 

 この卵のうを作った母グモの腹部の長さは 2.25mm，高さは 2.10mm で，腹部の最大幅は

1.75mmであった．母グモの腹部の後部は二叉に分岐しておらず，そこで尻が切れたように見え

た．メスの形態図は記載されていないので（Kumada 1990，Yoshida 2001），腹部側面と腹

部背面の概形をスケッチしておいた（図参照）． 

フタオイソウロウグモの腹部の二叉突起は同じ個体でもクモの状態によって接近したり（採集

したとき），離れたりする（網に居候してじっとしているとき）するので（池田 1994），私は

突起を接近させたフタオイソウロウグモをツノナガイソウロウグモと誤同定する可能性がある

と考えていた．実際にツノナガイソウロウグモ本体を目前にすると，ツノナガイソウロウグモの

腹部突起の形態はフタオイソウロウグモの突起接近型とはやや異なっていた．しかし，微妙な差

異なので同定には標本を採集しておくなどの注意が必要であろう． 

 この崖地の別の場所でも，ツノナガイソウロウグモ雌成体と２個の卵のうを発見できた． 

 フタオイソウロウグモの卵のうについては，新海栄一の｢クモの卵のうの写真集(2)｣（新海，

1981）の｢写真 23．フタオイソウロウグモ｣にクモ本体と卵のう１個が白黒写真で紹介され，記

述として｢長さ 3～5mm，巾 2～4mm．色彩：茶色（濃いものから淡いものまで）．個数：通常

2個，付着場所：居候しているクモの網の上部，または葉の間に不規則に糸を引いて，その中に

表１．いくつかの文献におけるフタオイソウロウグモとツノナガイソウロウグモ 

 フタオイソウログモ  ツノナガイソウロウグモ  

1976  学研の図鑑クモ 85頁  

（フタオとして写真が掲載）  

1981 クモ卵のうの写真集(2)写真 23 写真 24の別種の方  

1984 東海大学出版会フィールド図鑑クモ  

（＝クモの卵のう写真集(2)写真 23）  

 

1987  森林書房クモ基本 50．60頁  

（フタオとして写真が掲載）  

1989 千国図鑑のフタオの卵のう（？）  イソウロウグモの一種  
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つるす｣とある．そして，｢写真 24．フタオイソウロウグモの卵のうの大きさの変化｣では，茶色

で大きめの卵のうと，長さも巾も２分の１倍の白色で小さめの卵のうが並列された写真に対して

｢熊田氏によると別種の可能性があるとのことである｣との記述がある。 

この｢別種｣がツノナガイソウロウグモであり，新海の卵のうデータの小さい方，色の淡い方，

不規則網を自分で作成している方が，ツノナガイソウロウグモの卵のうに関するものである． 

卵のうの色彩と形態からすると，ツノナガイソウロウグモ記載（1990 年）以前のフタオイソウ

ロウグモの卵のう写真にはツノナガの卵のうがあると思われた．私の判断は表 1のようである． 

これまで，ツノナガイソウロウグモのクラッチ・サイズ（1個当りの卵数）に関する記

録は無かったので，本報で初めて報じた． 
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